
Quirk et al．（1985）のzero articleとzero plural＊  

葛 西 清 蔵  

［0］Quirk et al．（1985）は、gO tO SChool，Play guiTarをzero articleとし、Shoot duck．hunt）jonを  

2：erO pluralとするが、ZerO articleもzero pluralも「裸の名詞」とみることができるという点で同じ  

ものではないかと主張をするのが本稿の目的である。  

［1］Quirk et al．（1985）はUses of zero articleとして、大きく6の項目（1）the zero article with  

unstressed some（2）the zero article with definite meaning（3）noum phrase in a copular  

relation（4）noun phrases with sporadic referenee（5）parauelstruCture（6）fixcd phrases  

invoIving prepositionsがあり、そこには、たとえば大きい項目の、（4）のnoun phrasewith sporadic  

referenceに、さらに小さく（a）some‘hstitutions’of humanlife and society：gO tO tOWn，bed  

hospitaI，Prison，SChoo［．（b）means of transport and communication：traVel，COme by bLり▼CIe．  

b〟S（c）time of day and night：at dawTZ．When day breaks（d）seasons：（The）winTeris coming．  

（e）meals：Where are we having dinner tonight？という項目わけと例文がある。  

ここにあげられている例には共通に「冠詞がない」という性質があるにもかかわらず、それの説明  

がない。これでは「冠詞のない用例集」であって、文法とはいいにくいのではないか、という疑問が  

おこる。さらに上で見たそれぞれについて、例えば（4）（d）にはThe winter of1963was an exciting  

time．（4）（e）にはT7ze dinT7er after the retirement party was quitelavishなどのように冠詞のつく  

例も併記してあるが、これら冠詞のある例についての説明もない。  

［2］まずこれら「冠詞がzero」の場合に共通にみられる理由はなんであるかをさぐっていくことに  

したい。つぎの例をみよう。  

1．IL Win（er COmeS，Can5bring be far behind？  

OPDが定義するようにwinter：the coldest season of the year．spring：the seas．on after  

winterであろう。これはQuirk et aJ．（1985）のいう（4）（d）のseasonsのzero冠詞ということになるであ  

ろうが、しかしこのzero冠詞は、ほかのzero冠詞の例といったいどんな共通点をもっているので  

あろうか。つぎの例をみよう。  
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2 a．go to church  

b．go to school  

これはQuirk et al．では（4）（a）の‘institution’ということになるであろうがchurchを辞書でみると、  

つぎのようになっている。  

3 a．a building where Christians go to worship（LongmaTZ）  

b．a building for a public，eSp．Chrstian，WOrShip（PeTZguin）  

c．a buildinginwhich Christians worship（COBU］LD）  

こうして見ると、三つの定義の共通部分＜building＞＜Christians＞＜worship＞の集合、つまり概念的  

意味とこれに「冠詞がつかないこと」に関係かおるのではないか、と予想を立てることができる。  

ためしにschoolをみるとaninstitution for educating children or forgivinginstruCtion（OPD）と  

あり、まさしく「子供の教育」の目的にそったときにはzero冠詞となるのではないか。つまり、Church  

でいうと、＜building＞＜Christians＞＜worship＞にそったつかわれ方のときに無冠詞となるのでは  

ないか。ここから、  

4．定義のような意味でつかわれるとき冠詞はつかない  

という予想を一応たてることができる。概念的な意味では、具体性よりも、むしろ当然のことなが  

ら（他のものではなくて）「～という概念的な意味をもつもの」ということになる。ここでは抽象的  

な意味であり具体性はない。さきはどのschoolでいえば、はかのものではなく、「子供が教育をう  

けるところ」ということであろう。であるからこそ、gOJo∫Cん80J，gOわぁgdは、ほかではなく「子  

供が教育を受けに行く」、「掛こ行く」となり。別の目的のときにはgo to血∫亡んロ8J，gO tOJんgみgd  

と冠詞がつく。このzero冠詞を考えると、  

5 a．Is there wa（er On the moon？  

b．This englne does●t usepetro［・  

の例において、（5a）では、「月には水というものがあるのだろうか」で冠詞がないし、つぎの「こ  

のエンジはpetrolというものはつかわない」もzero冠詞である。Swan（1995：62）では‘theinterest  

isinthetype，nOtintheamountlという言い方をしている。ここでもやはり、「はかならぬpetrol  

というタイプのもの」ということになろう。ここまでの議論をまとめると、  

6．概念的な意味で、タイプを問趨にする時には冠詞はつかない、  

ということになりそうである。  
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Ogβによると、  

type：＜1inguistics＞aJlabstract category or class oflinguisticitem or uTlit．as distinct from  

actualcoocurrenceinspeech or writing．Contrastedwith TOKEN，  

とある。我々のいままでの主張は、ここに含まれていると思われる。さらにtokenをみると  

token：＜1inguistics＞anindividualoccurrence of alinguistic unitinspeech or writing．Contrasted  

With TYPE．  

とある。ここではじめて名詞はindividualoccuTenCeと具体性をもちはじめる。つまり数える対象と  

なる。typeとして使われているときにはabstruCt CategOryであり、具体的、個別的ではないので  

数える対象とはなれないのではないか。つぎの例はどうであろうか。  

7．a You play the guitaTlIsee．  

b”・the night spot whereJohn played guitar  

C He playspianoinGlenn Miller’s band．  

（7a）のthe guitarは、特定のguitarであろうからよいとして、（7b）のguitar，（7c）のpianoになにもつ  

かないのはなぜであろうか。Swan（1995：516，710）は、音楽家の仲間では、よくtheを落とすことが  

ある、という。音楽家の中では、なにか楽器を弾くのはむしろ当然で、関心はむしろ、どの楽器が  

撃削ナるかであるはずである。ほかの楽器ではなくて「～という楽器」というように、まさに楽器の  

typeが問題のはずである。guitar，pianoがzero冠詞なのはまさしくこの理由からであると推測で  

きる。これまでの議論からいえることは。  

8．名詞には、その概念的な意味での、つまりtypeとしての使い方があり、その時には冠詞がつ  

かないのではないか、  

ということ，Cある。これか典型附にみられるのはface to faeeやhandinhand（はじめにあげたQuirk  

et al．（1985）の分類の（5），（6））などであろう。（またCouins（2005：277）が一contrastingTというTen  

gardeners used to work thisland，Winter andsLLmmer．もここにいれていいであろう。）以下では更  

に検討を続けたい。つぎの例をみよう。  

［4］ 9 a．Have you ever shotdLLCk？  

b．They went to ALrica to hunt／ion．  

111   



CULTURE AND LANGUAGE，No．74  

（8a）のduckは、Quirk et al．（1985：307）はduckをzero複数といい、「動物によくかかわっている人」  

に使われる複数だという。ここでも関わっているのはその道の専門家である。彼らの関心は、その  

動物の頭数よりも、何をとったかその種類のはずである。ここでもさきのzero冠詞の場合とおなじ  

く、typeが問題になっていると考えられないであろうか。Quirk etal．（1985：275）にzero articleに  

ついて■the zero articleindicates simply the category of the objects referred to’とあるが、こ  

のcategoryとはまさしくa type or a group of things having some features that are the same  

（Cambridge h7（ema（iona［Dic．dEng．）でtypeのことである。いまくりかえしつぎの例をみよう。  

10．a・・・the night spot whereJolmplayedgui（ar（＝7b）  

b Have you ever shotduck？（＝9a）  

Quirk et al．（1985）では、（10a）のguitarはzero冠詞、（10b）のduckはzero複数とするが、これはいづれ  

もはかのものではなく「～という概念的な意味をもつ」、「～というtypeのもの」という意味の使わ  

れかたであると考えられる。ここではguitar，duckは単数でも複数でもなく、具体性に欠ける抽象  

的なものであろう。  

さきのguitarなどとおなじく、個別的なtokenよりも、ほかのものではなくて「～という種類のも  

の」と考えるはうがはるかに自然で、一fr性があるように思える。Mother and childで、mOtherは  

特定的でない。これはちょうど「母は強し」において、母は「～君の母」のように具体性のあるも  

のではなく、あくまで＜female＞＜parent＞という概念的意味を持つtypeとしての母であり、抽  

象的であり具体性はない。したがって、冠詞もなければ、複数もない「裸の名詞」たるmother，「母」  

となると考えられる。Quirk et al．（1985）のいうzero article，ZerO pluralはこの「裸の名詞」のこ  

とと考えられる。  

関連すると思われる次の例はどうであろうか。  

11．a．Chi［d thoughheis，heis equalto the task  

b．dJpJピーtree  

（11a）のchildは学校文法でもよくだされるもので、Childが形容詞化されて冠詞がない、とされるも  

のである。しかし、これも形容詞的だとすれば、abstract categoryでしかないのであるからtypeと  

しての使い方であり、冠詞のないのが当然ということになる。また（11b）のappleはtreeを修飾して  

いるものだが「単数でもなければ、複数でもなく、主格でも対格でもない」「文法上の語尾を一切除  

去した形」（Bradley：111）とは「裸の名詞」そのものであり、これこそtypeとしての使用を裏付け  

ていよう。   

こうして具体的な例にあたってみると、typeの定義にあるabstract categoryはzero冠詞、ZerO  

複数よりもはるかに説明力があり、たいするindividualoccurrenceを意味するtokenとならんで多  
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くの事実を説明してくれるようである。typeは、ZerO冠詞、2：erO複数を説明し、一方tokenは、  

単数（とその冠詞）、と複数の例を説明してくれるようである。   

これまでの議論でいえることは、  

12 名詞がtypeとして、つまり、概念的な意味で使われるときには、ZerO冠詞もzero複数も同じ  

く、冠詞もつかず、複数にもならない「裸の」のかたちがつかわれる、  

ということのようである。  

＊これは葛西（2007）を大幅に書き換えたものである。  
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